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2‐エチルヘキサノール  

  

物 質 名 ：2-Ethylhexanol  

化 学 式 ：C8H18O  

CAS No.：104-76-7   

  

結論と勧告 

本物質は追加作業の候補である。  

  

結論と勧告を裏付ける理由の概要 

1992年に世界で170万トンの2‐エチルヘキサノール（2EH）が生産された。2EHは可塑剤、ヘキシルエス

テル類、アクリラート類の合成の原料（中間体）として主に使用され、他にも塗料などの用途がある。  

 
2EH は「本来生分解される」と分類され、水生生物に蓄積する可能性が高い。2EH は水生動植物に対し

て中程度の急性毒性を持つ（L(E)C50 11.5～44 mg/L）。水生動物への慢性毒性に関するデータは入手できな

かった。  

 
物理化学的データに基づいた計算から、2EH は水区画に移動することが示される。2EH は水中ではゆっ

くりしか分解されず、地下水中に存続すると思われる。2EHは大気中で分解される。土壌中の分解に関する

情報は入手できなかった。工場周囲の地域的水環境のばく露の可能性は、廃水が効果的に処理されれば低い

と考えられる。 2EH に対応した廃水処理施設の使用により、汚泥と放流水中の 2EH の濃度が充分に低下

するかどうかは不確かである。廃水が適正に処理されない場合、PEC/PNEC比（＞1）は水環境へのリスク

の可能性を示唆する。モニタリングデータは、このようなばく露が実際に起こっていることを示している。  

 
2EH はウサギの皮膚に対して中程度の刺激性を持ち、ウサギの眼に対して中程度ないし重度の刺激性を持

つ。感作性試験は入手できなかった。2EHはラットとウサギの消化管から迅速・大量に吸収される。ラット

の皮膚による吸収は少ない。経口と吸入経路で認められた毒性は、2EH/代謝産物がいくつかの臓器に分布す

ることを示す。標的臓器は肝臓、腎臓、胃である。経口投与後の 2EH/代謝産物の排泄はラットとウサギに

おいて迅速・大量であり、主に尿により排泄される。  

 
急性経口試験（ラット、マウス、モルモット、ウサギ）は中程度の毒性を示す（＞3000～600 mg/kg）。吸

入試験では中程度の急性毒性が示される（≧1.2～＜5.3 mg/l）。急性皮膚毒性はラットとウサギにおいて中程

度であった（＞2000 mg/kg）。腹腔内投与は高い急性毒性を生じる。（CNS〔中枢神経系〕は標的であるが、

CNS 毒性を示す影響を明らかにした長期試験はほとんどない）。  
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反復投与 90 日間毒性試験が実施された（経口〔ラット、マウス〕、吸入〔ラット〕）。肝臓、胃、腎臓への

影響が報告された。経口ばく露の NOAEL は 125 mg/kg/日（ラット）、吸入の NOAEL は≧0.639 mg/L/

日である。皮膚経路については亜急性試験が入手でき、NOAEL は＜1.66g/kg/日である。  

 

サルモネラ菌突然変異試験と染色体異常試験（in vitroとin vivo）で2EHは陰性であった。他の研究も2EH
が遺伝毒性を持たないことを示しており、ラットとマウスの試験で発がん性は明らかにされなかった。ラッ

トの NOAEL は 50 mg/kg である。生殖毒性試験は入手できなかったが、ラットとマウスのいくつかの経

口亜急性試験で精巣重量の変化が生じた。これはラットとマウスの 90 日間反復投与試験では認められなか

った。発生試験はラット（経口、皮膚、吸入）とマウス（経口）について入手できた。経口投与したラット

のみに影響が認められ、骨格奇形と骨化遅延があった。ラットの経口 NOAEL は 130 mg/kg、吸入 NOAEL 

は＜0.85 mg/L、皮膚 NOAEL は 840 mg/kg、マウスの経口 NOAEL は 191 mg/kg であった。  

 
入手したデータの分析から、間接的な消費者または職業ばく露におけるヒトの安全マージン（margin of 

safety）は高いことが示される。  

  

追加作業が勧告される場合、その性質の概要  

現在のところ SIDS 後の作業が必要であると考えられる。2‐エチルヘキサン酸（149-57-5）とともに、

特に生殖毒性評価項目の追加、ばく露、長期生態毒性試験からのその他のデータを考察する必要がある。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 
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